
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

様式１

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○

1 ○

1 ○

1 ○

改定前モデルカリキュラム（2021年3月29日制定）

情報処理演習

データリテラシー入門

情報処理実習I

情報処理実習II

授業科目 授業科目

自校学習

微分積分学I

授業科目 授業科目

データリテラシー入門

線形代数学II

データリテラシー入門

情報処理実習I

情報処理実習II

情報処理実習II

近畿大学

近大理工　数理・データサイエンス・AI教育プログラム

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

学部・学科単位のプログラム

情報処理演習

線形代数学I

理工学部

プログラムを構成する以下の8科目12単位を全て修得すること。
データリテラシー入門(2)、情報処理実習I(1)、情報処理実習II(1)、情報処理演習(1)、線形代数学I(2)、線形代数学II(2)、微分積分学I(2)、自校
学習(1)
※（）内の数字は単位数を表す。

8 12 令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目 授業科目
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

・データ駆動型社会、Society 5.0　 「データリテラシー入門」（第1回）
・データサイエンス活用事例（仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替など）　「データリテラ
シー入門」（第2回、第3回）、「情報処理実習II」（第5-15回）、「自校学習」（第1-15回）
・データを活用した新しいビジネスモデル　「データリテラシー入門」（第3回）

・データ分析の進め方、仮説検証サイクル　「情報処理実習II」（第2,4-15回）
・分析目的の設定　「情報処理実習II」（第2,5,8,11回）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど） 「データリテラシー入門」（第13-15回）、「情報処理実習II」
（第8-15回）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）　「情報処理実習II」（第6,14回）
・データの収集、加工、分割/統合　「データリテラシー入門」（第10-12回）、「情報処理実習II」（第5,8回）
・分析目的に応じた適切な調査（標本調査、標本誤差）　「データリテラシー入門」（第10回）

・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ　システム　「データリテラシー入門」（第1回）、「情報処理実習II」（第1回）
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス　「情報処理実習II」（第4回）
・ビッグデータ活用事例　　「データリテラシー入門」（第2回、第3回）、「情報処理実習II」（第5-15回）、「自校学習」（第
1-15回）
・人の行動ログデータ　「情報処理実習II」（第8-10回）

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム　「データリテラシー入門」（第1回）、「情報処理実習II」
（第1回）
・汎用AI/特化型AI（強いAI/弱いAI）　「データリテラシー入門」（第1回）、「情報処理実習II」（第1,8回）
・人間の知的活動とAI技術（学習、認識、予測・判断、知識・言語、身体・運動）　「データリテラシー入門」（第3回）、「情
報処理実習II」（第11-13回）
・AI技術の活用領域の広がり（流通、製造、金融、インフラ、公共、ヘルスケアなど）　「データリテラシー入門」（第1,2
回）、「情報処理実習II」（第14回）、「自校学習」（第1-15回）

・AI倫理、AIの社会的受容性　　「データリテラシー入門」（第6回）、「情報処理実習II」（第14回）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い　「データリテラシー入門」（第7回）
・AIに関する原則/ガイドライン　「データリテラシー入門」（第6-8回）
・AIの公平性、AIの信頼性、AIの説明可能性　「データリテラシー入門」（第6回）、「情報処理実習II」（第14回）
・AIの知的財産権　「データリテラシー入門」（第7回）

・実世界で進む機械学習の応用と発展（需要予測、異常検知、商品推薦など）　「データリテラシー入門」（第1回）、「情
報処理実習II」（第1回）、「自校学習」（第6,7回）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習  「情報処理実習II」（第1回）
・学習データと検証データ　「情報処理実習II」（第1,10,13回）
・過学習、バイアス　「データリテラシー入門」（第6回）、「情報処理実習II」（第10,13回）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

・順列、組合せ、集合、ベン図、条件付き確率　「情報処理演習」（第3回）、「情報処理実習I」（第11回）
・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差　「データリテラシー入門」（第14回）、「情報処理実習II」（第2回）
・相関係数、相関関係と因果関係　「データリテラシー入門」（第15回）
・確率分布、正規分布、独立同⼀分布　「情報処理演習」（第3回）
・ベクトルと行列　「線形代数学I」（第1-15回）、「線形代数学II」（第1-15回）
・ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー倍、内積　「線形代数学I」（第1-2回）、「線形代数学II」（第1-2回）
・行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積　「線形代数学I」（第3回）、「線形代数学II」（第1-15回）
・逆行列　「線形代数学I」（第4,10回）
・多項式関数、指数関数、対数関数　「微分積分I」（第1,2,8回）
・関数の傾きと微分の関係、積分と面積の関係　「微分積分I」（第7-11回）
・１変数関数の微分法、積分法　「微分積分I」（第9-15回）

・アルゴリズムの表現（フローチャート）　「情報処理実習I」（第11回）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）　「情報処理演習」（第9回）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート　　「情報処理演習」（第12回）
・探索アルゴリズム、リスト探索、木探索　　「情報処理演習」（第3,9,12回）

・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）　「データリテラシー入門」（第4回）、「情報処理実習I」
（第2,3回）
・構造化データ、非構造化データ　「データリテラシー入門」（第4回）、「情報処理演習」（第8回）
・情報量の単位（ビット、バイト）、二進数、文字コード　「データリテラシー入門」（第4回）、「情報処理実習I」（第3回）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ　　「情報処理実習I」（第3回）、「情報処理実習II」（第6回）、「情報処理演習」（第9,13
回）

・文字型、整数型、浮動小数点型　「情報処理実習I」（第3回）
・変数、代入、四則演算、論理演算　「情報処理実習I」（第4回）、「情報処理実習II」（第3回）
・関数、引数、戻り値　「情報処理実習I」（第9回）、「情報処理実習II」（第3回）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成　「情報処理実習I」（第5,6回）

情報処理実習II AI応用基礎

情報処理実習II データサイエンス応用基礎

微分積分学I 数学発展

データリテラシー入門 AI応用基礎

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

線形代数学II 数学発展
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

3-4

3-9

・実世界で進む深層学習の応用と革新（画像認識、自然言語処理、音声生成など）　「データリテラシー入門」（第1
回）、「情報処理実習II」（第1回）
・ニューラルネットワークの原理　「情報処理実習II」（第1回）

・AIの学習と推論、評価、再学習　「情報処理実習II」（第10,13,14回）
・AIの開発環境と実行環境 　「情報処理実習II」（第4,5回）
・AIの社会実装、ビジネス/業務への組み込み 　「データリテラシー入門」（第1-3回）、「情報処理実習II」（第8-13回）、
「自校学習」（第6,7回）
・複数のAI技術を活用したシステム（スマートスピーカー、AIアシスタントなど） 「情報処理実習II」（第14回）、「自校学
習」（第6,7回）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容

実施・検討状況

令和7年度より、全学の共通教養科目である「情報処理基礎」では、第4回講義で「生成AIの活用について」紹介し、グループディスカッションを
行う。また、電気電子通信工学科の専門科目である「情報と社会」では、第4,5回講義の「情報倫理」で近年の生成AIの動向について触れてい
る。本プログラム科目である「情報処理実習II」および「自校学習」内でもトピックス紹介として生成AIの話題を紹介しているところである。外国
語科目でのライティング添削や、卒業研究でのコーディング等で積極的に活用している教員も存在し、コア学修項目「3-5 生成AIの基礎と展
望」への対応は十分可能であると考えている。理工学部の全学生が広く受講できる科目で、事例紹介だけではなく実践できる内容を、シラバ
スにも明記して組み込むことで、改訂版のモデルカリキュラムに対応することを計画している。

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・順列、組合せ、集合、ベン図、条件付き確率　「情報処理演習」（第3回）、「情報処理実習I」（第11回）
・確率分布、正規分布、独立同⼀分布　「情報処理演習」（第3回）
・アルゴリズムの表現（フローチャート）　「情報処理実習I」（第11回）
・並び替え（ソート）、探索（サーチ）　「情報処理演習」（第9回）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート　　「情報処理演習」（第12回）
・探索アルゴリズム、リスト探索、木探索　　「情報処理演習」（第3,9,12回）
・コンピュータで扱うデータ（数値、文章、画像、音声、動画など）　「情報処理実習I」（第2,3回）
・構造化データ、非構造化データ　「情報処理演習」（第8回）
・情報量の単位（ビット、バイト） 「情報処理実習I」（第3回）
・配列、木構造（ツリー）、グラフ　　「情報処理実習I」（第3回）、「情報処理実習II」（第6回）、「情報処理演習」（第9,13
回）
・文字型、整数型、浮動小数点型　「情報処理実習I」（第3回）
・変数、代入、四則演算、論理演算　「情報処理実習I」（第4回）、「情報処理実習II」（第3回）
・関数、引数、戻り値　「情報処理実習I」（第9回）、「情報処理実習II」（第3回）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成　「情報処理実習I」（第5,6回）

・データ分析の進め方、仮説検証サイクル　「情報処理実習II」（第2,4-15回）
・分析目的の設定　「情報処理実習II」（第2,5,8,11回）
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど） 「情報処理実習II」（第8-15回）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）　「情報処理実習II」（第6,14回）
・データの収集、加工、分割/統合　「情報処理実習II」（第5,8回）
・ビッグデータ活用事例　「情報処理実習II」（第5-15回）、「自校学習」（第1-15回）
・会社の営業データ　「情報処理実習II」（第8-10回）
・商品の在庫管理データ　「情報処理実習II」（第11-13回）
・人間の知的活動とAI技術（学習、認識、予測・判断、知識・言語、身体・運動）　「情報処理実習II」（第11-13回）
・学習データと検証データ　「情報処理実習II」（第1,10,13回）
・過学習、バイアス　「データリテラシー入門」（第6回）、「情報処理実習II」（第10,13回）

・DSやAIの現状、概念、方法について必要事項を知っている。
・データの取り扱いについて必要事項を知っている。
・データの留意点について必要事項を知っている。
・Python言語の活用メリットを知り、実装技術を習得している。
・AIの実装技術を知り、アルゴリズムを理解している。
・AIを用いて課題解決にアプローチするプロセスを知っている。

「数理・データサイエンス・ＡＩ（応用基礎レベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシア
ム）における、コア学修項目「3-5 生成AIの基礎と展望」の内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際に使用してみるなど）
について、令和７年度以降の実施・検討状況などを記載してください。（教育プログラムに含む・含める科目に限り記載し、構想を含む講義内
容が記載出来る場合は記載してください）

※本項目は令和７年度先行認定より改訂版モデルカリキュラムを完全適用することを踏まえ、各大学等の実施・検討状況を参考に伺うもので
あり、認定要件とはなりません。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式２

①プログラム開設年度 年度（和暦）

②大学等全体の男女別学生数 男性 23,620 人 女性 11,607 人 （ 合計 35,227 人 ）

（令和６年５月１日時点）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

理工学部 4,584 1,040 4,250 42 1 95 1 121 0 258 6%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 4,584 1,040 4,250 42 1 95 1 121 0 0 0 0 0 0 0 258 6%

近畿大学

応用基礎レベルのプログラムの履修者数等の実績について

令和4

学部・学科名称 学生数
入学
定員

収容
定員

令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度 令和元年度 履修者数
合計 履修率
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

大学等名

① 全学の教員数 2253 人 （非常勤） 3732 人

② プログラムの授業を教えている教員数 39 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

近畿大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

(常勤）

中野　人志 理工学部長

教務委員会

若林　知成 教務委員長

理工学部における各種の委員会に関する規程、各種委員会の任務等に関する規程

理工学部における当該所管事項に関する通常業務を協議し、処理するほか、各学科間の調整を
行い、学部業務の円滑な運営を図る。理工学部の教育に関する事項について協議、処理するほ
か、教授会又は学部長より諮問された専門教育及び教養教育に関する事項の検討、協議ならび
に実施を行う。

委員長　　　若林　知成　　理工学部理学科化学コース　教授　（学部長補佐　兼）
副委員長　 宍戸　信之　　理工学部機械工学科　准教授
委員　　　　池田　徹　　　　理工学部理学科数学コース　教授
委員　　　　矢野　陽子　　 理工学部理学科物理学コース　教授
委員　　　　河野　七瀬　　 理工学部理学科化学コース　講師
委員　　　　大塚　愛理　　 理工学部生命科学科　講師
委員　　　　北松　瑞生　　 理工学部応用化学科　准教授
委員　　　　瀬尾　健彦　　 理工学部機械工学科　准教授
委員　　　　吉田　周平　　 理工学部電気電子通信工学　准教授
委員　　　　柳原　崇男　　 理工学部社会環境工学科　教授
委員　　　　今野　大治郎　理工学部エネルギー物質学科　准教授
委員　　　　三木　浩平　　 理工学部教養・基礎教育部門　講師
学部長　　 中野　人志　　 理工学部電気電子通信工学科　教授
学部長補佐　須藤　篤　　 理工学部エネルギー物質工学科　教授
事務部長　山中　博之　　 理工学部学生センター　部長
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⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和６年度実績 令和７年度予定 令和８年度予定 15%

令和９年度予定 令和１０年度予定 収容定員（名） 4,250

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

6% 10%

17% 20%

具体的な計画

機械工学科や電気電子通信工学科等のより専門に近い学科では、学科の専門科目で本プログラ
ムを構成する科目よりも専門的な内容を学修しているため、わざわざ本プログラム科目を履修し
ていないケースが多い。これは、専門分野が異なる全学科で統一の必修科目のみのシンプルな
要件でスタートしたことによるが、学科専門科目で応用基礎レベルに十分な学修をしているにも関
わらず、修了要件を満たさない学生が多いことを意味する。修了要件が煩雑にならない範囲で、
全学科共通で応用基礎レベルの内容が学修できる条件は維持しつつ、専門性の高い学科は学
科の当該専門科目で学ぶより発展的な学修を推奨するよう、修了要件の見直しを検討している。
また、現在は学科により前期または後期のいずれかに受講機会を制限している情報処理実習I・II
を、上位学年では前後期のいずれでも履修ができるようにすることも検討している。これらの変更
を令和8年度から実施することで履修率15%を達成し、数理・データサイエンス・AI教育プログラム
認定制度における、リテラシーレベルおよび応用基礎レベルのプログラムとしてセットで周知を強
化などにより令和10年度に20%を目指す。

本プログラムでは、学科やコースによって同分野における科目の質や量が様々である理工学部に
おいて、「応用基礎レベル」の内容を全学科で共通して履修できる科目のみで網羅するプログラム
とし、全学科統一の修了要件を設定している。1,2年次科目でプログラム構成しており、同分野に
関連の強い学科では上位学年の専門科目でのエキスパートレベル学修への橋渡しとなるよう、実
社会での実践例を取り入れるなど「実学」を重視した教育を行っている。
本プログラム科目の、データリテラシー入門はオンデマンド、情報処理実習I・IIおよび情報処理演
習は、土曜日に開講している。線形代数学I・IIおよび微分積分学は、基礎科目として全学科の時
間割に組み込まれているし、自校学習は全学科の時間割を調整し全員が受講可能な時限に開講
している。すなわち、理工学部の全学生が、本プログラム科目を自学科専門科目等と重複するこ
となく受講可能としている。

現時点では、年度初めのオリエンテーションにおいて、科目個々に履修を勧める程度にとどまって
いる。数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度における応用基礎レベルに認定を受け
ることができれば、全学で認定されているリテラシーレベルとセットで周知を強化する。学部内で実
施している他のプログラムとも連携した「受講のススメ」リーフレットの作成、修了生から生の声に
よる広報、キャリアと関連づけた本プログラムのアピールなどを行っていく予定である。
また、現在は学科により前期または後期のいずれかに受講を制限している情報処理実習I・IIを、
上位学年では前後期のいずれでも履修ができるようにすることも検討している。これが実現できれ
ば、本プログラムのコア科目が、共に全学科から前後期のどちらでも受講できる体制になる。
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⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

本プログラムのコア科目の1つである情報処理実習IIでは、教員の他に各クラスに2名のTAを配置
し、講義時間中は随時教室を巡回し、受講生からの質問や、必要なサポート等の対応をしてい
る。また、実習科目では反転授業の形式を取り入れ、実習中に受講生同士の助け合いもしやすい
環境になっている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

近畿大学では、全学的なコミュニケーションツールとしてSlackを活用しており、シラバスで公開して
いる、教員のオフィスアワーや居室、電子メールアドレス情報による従来の方法とあわせて、授業
時間外で教員にアクセスする仕組みが充実している。本プログラムのコア科目である「データリテ
ラシー入門」と「情報処理実習II」、および「情報処理実習I」は、令和6年度で合計11クラス開講して
いるが、管轄を電気電子通信工学科とし、全クラス統一の科目責任者を定め、本プログラムの運
営統括者として、質問を受け付けたり、必要に応じて偏りのない学習指導ができるようにしてい
る。両科目では、必携としている各自が持参するノートPC上の環境で実習を行っているため、いつ
でもどこでも自主学習を進めることができる。また、科目、クラス毎にGoogle Classroomを作成し、
講義資料や課題はどこからでも随時確認できる状況にある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 近畿大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 若林　知成 （役職名） 教務委員長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

自己点検・評価について

教務委員会

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

理工学部学生センターでプログラムの履修・修了情報をとりまとめ、その結果をプログラム運営統括者が科目担当教
員と共に分析し、改善事項の提案等を添えて、教務委員会に報告する。現時点で履修率が低いのは、プログラムとし
ての周知不足や、土日や5時限の科目が含まれることが影響していると考えられる。卒業までに修了要件を満たすプロ
グラムであり、現時点ではまだ履修者全員が在学中で、修了学生は2名しかいない。
プログラムの開始時には改善・進化と点検・評価を共に教務委員が行うことで、素早いフィードバックを実現している
が、プログラムの習熟に伴い、自己点検・評価委員会による、より客観的な点検・評価に移行する予定である。

学修成果

コア科目では、授業毎に課題を課すなどして学修成果を測り、成績評価を行っている。課題の提出状況や試験成績を
随時アップデートした情報が複数クラスで相互確認できるようにしている。プログラム運営統括者が、外部講師やサ
ポート企業と年4回程度の情報交換の場を設け、学修成果の点検を行っている。単位修得率や成績分布と、その分析
結果をプログラム運営統括者から教務委員長に報告し、教務委員会が評価する。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

理工学部では、開講する全科目で授業アンケートを実施している。本プログラム履修者へのアンケートでは、「履修す
ることで自分の知識や考えが深まったか」という問に対して、全員が「非常にそう思う」または「そう思う」と回答した。コ
ア科目である「データリテラシー入門」および「情報処理実習II」の受講者に占める80点以上の好成績者は、それぞれ
38%および65%である。データリテラシー入門は、オンデマンド科目で、全体の4割近くに及ぶ途中で履修を取りやめる学
生が集計に含まれるため、低い値となっている。これら両科目の履修が必須となる本プログラム履修者に限定すれ
ば、ほぼ全員が好成績層に位置する。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

現時点での本プログラムの履修者は、同分野への興味や学修意欲が高い学生が多いと考えられる。これらの学生に
対して、満足度が高い結果となっており、プログラム実施の狙いがある程度達成されており、推奨度も高いと考えてい
る。課題の多い実習科目が中心である中、単位取得者の成績もよく、高い内容理解度が達成できている。履修前の、
数理・データサイエンス・AI分野に対する知識が様々なレベルに位置する多くの受講者の感想や体験談を公開するな
どして、多くの学生に履修を促し、プログラム履修の推奨に努める。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

本プログラムのコア科目の1つである「データリテラシー入門」は、令和4年度後期に新設した科目で、令和6年度からは
前後期のどちらでも、且つ学科の専門科目との重複なく履修できるオンデマンド授業として開講している。「情報処理実
習I・II」は、学部としては前後期に開講しているものの、現時点では学科によって指定されたいずれかでしか受講できな
いが、今後受講機会を増やす変更を計画している。理工学部執行部では、令和6年度より、数理・データサイエンス・AI
教育の強化を理工学部の重点強化項目のひとつに掲げ、毎回の定例会議で方針を議論すると共に、教務委員会に方
針に向けての実働を指示している。
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自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

プログラムの初期段階で、まずデータサイエンスやAIの現状について紹介する。次に、それらを活用するために理解し
ておくべき概念や方法について説明する。そして、データを適正に利用するために留意すべき点とデータの取り扱いに
ついて説明し、実際にツールを使った演習を行っている。建学の精神でもある「実学教育」を強く意識し、1つの科目内
でも、担当教員以外の同分野に詳しい複数教員や外部講師が作成した講義資料を使用したり、当該分野の研究者に
よる事例紹介を行ったりしている。

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

AIにおける実行手段のスタンダードになりつつあるプログラミング言語「python」を初級レベルから学習し、AIの活用プ
ロセスを実践すると共に、AIの実装技術の習得と、AIアルゴリズムの理解を目指している。スタディケースとして保険会
社の営業やECサイトの在庫管理を想定した機械学習モデルの構築演習などを体験する。
令和6年度より、生成AIの動向に関するトピックスを取り入れつつあるし、外国語科目でのライティング添削や、卒業研
究でのコーディング等で積極的に活用している教員も存在する。理工学部の全学生が広く受講できる科目で、事例紹
介だけではなく実践できる内容を組み込むことを計画している。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

大学や、学科で設置している外部評価委員会において、本プログラムを説明し評価コメントを得る。現時点では、まだ
本プログラム修了者が卒業していないので、今後追跡調査を行う。卒業生アンケートや、卒業生の就職先企業アン
ケート、就職・支援委員が企業等と接触する際の聞き取りなどにより、活躍状況や評価情報の取得に勤める。理工学
部への求人企業において、数理・データサイエンス・AI分野への需要や期待の高まりは疑う余地のないところである。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

「データリテラシー入門」や「情報処理実習Ⅱ」を軸に、両科目で応用基礎レベルの3つの基本要素全てをカバーできて
いる。「データリテラシー入門」ではデータサイエンス・AIに関する基本知識の理解・活用・演習、また「情報処理実習Ⅱ」
python・AIの習得・活用・構築演習ができることで、履修者の満足度も高い。保険会社の営業やECサイトの在庫管理を
想定した機械学習モデルなど実例に基づいたユニークな内容も多く含まれており、非常に高く評価できる。
一方で履修率には伸びしろがあるため、プログラム周知やターゲット学科での履修率向上、修了要件の見直し等によ
る履修率の向上に期待したい。
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取組概要

大学等名 近畿大学（理工学部）
教育プログラム名 近大理工 数理・データサイエンス・AI教育プログラム

申請レベル 応用基礎レベル（学部・学科等単位）

申請年度 令和 7 年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

【目的】DX（Digital Transformation，デジタルトランスフォーメーション）が急進する社会において、データ駆動型社会における素
養となるDS（Data Science，データ科学）とAI（Artificial Intelligence，人工知能）に関する基礎的な知識と技能を修得す
る。プログラミングやAIの実装技術を修得し、課題解決のためのAI活用プロセスを実践する。

【身につけることのできる能力】
- DSやAIの現状、概念、方法について必要事項を知っている。 - データの取り扱いについて必要事項を知っている。
- データの留意点について必要事項を知っている。 - PythonやC言語の活用メリットを知り、実装技術を習得している。
- AIの実装技術を知り、アルゴリズムを理解している。 - AIを用いて課題解決にアプローチするプロセスを知っている。

【修了要件】プログラムを構成する以下の8科目12単位を全て修得すること。
データリテラシー入門(2)、情報処理実習I(1)、情報処理実習II(1)、情報処理演習(1)
線形代数学I(2)、線形代数学II(2)、微分積分学I(2)、自校学習(1) ※（）内の数字は単位数

【特徴】
学科やコースによって数理・データサイエンス・
AI分野における科目の質や量が様々である理工学
部において、全学科の学生が共通して履修できる
科目のみで「応用基礎レベル」に求められる内容
を網羅するプログラムとし、全学科で統一した修
了要件を設定している。
本プログラムは1,2年次科目で構成し、実社会での
実践例を取り入れるなど「実学」を重視した教育
を行っている。
本プログラムを構成する科目群の中で、「データリテラシー入門」と「情報処理実習II」をコア科目とし、両科目で応用基礎レベ
ルの3つの基本的要素全てをカバーし、 AI・データサイエンスの基礎と実践を順に学び、最終的に「保険会社の営業」や「ECサイ
トの在庫管理」を想定した実践的演習を行う。 コア科目に「情報処理実習I」「情報処理演習」および数学3科目を加えて、データ
表現とアルゴリズムを学ぶ。「自校学習」では、理工学部の専門分野における最新の応用例を、同分野の研究者である教員から学
ぶことができる。
プログラムの改善・進化と自⼰点検・評価を教務委員会が担い、教務委員⻑とコア科目の科目責任者であるプログラム運営統括者
のリーダシップによってとPlan, Do, Checkを行っている。ここに学部執行部によるActionを加えてPDCAサイクルを達成している。
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0
コア科目紹介：両科目で応用基礎レベルの3つの基本的要素全てをカバーし、 AI・データサイエンスの

基礎と実践を順に学び、最終的に社会での活用を想定した実践的演習を行う。

データリテラシー入門：オンデマンド授業、令和6年度より前後期どちらでも受講可能
本講義では、来るデータ駆動型社会に向けて進展が期待されているデータサイエンスとAIに関する基礎的な知
識と技能を修得するための授業を実施する。まず、データサイエンスやAIの現状について紹介し、次にそれら
を活用するために理解しておくべき概念や方法について説明する。そして、データを適正に利用するために留
意すべき点について説明する。最後に、データの取り扱いについて説明するとともに、実際にツールを使った
演習を行う。

情報処理実習II：対面授業、各自が持参するPC(BYOD端末）の環境で実習、
今後前後期どちらでも受講可能とすることを計画中

本講義では、AIにおける実行手段のスタンダードになりつつあるプログラミング言語「python」を扱いながら、
AIの活用プロセスを実践する。また、AIの実装技術の習得、及びAIアルゴリズムの理解を目指す。プログラミン
グ言語「python」の実装技術、AIの実装技術、AIを用いて課題解決にアプローチするプロセスの流れを習得す
ることができる。大学生活だけでなく社会に出て必要とされる情報活用能力を養成することを目標とし、スタ
ディケースとして保険会社の営業やECサイトの在庫管理を想定した機械学習モデルの構築演習などを体験する。

近大理工 数理・データサイエンス・AI教育プログラム −コア科目−
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1
学年 学生数

(R6.5.1現在)
収容定員 履修者数 修了者数 履修率

(履修者数/収容定員)
1年 1,172 1,040 42 0 4.0%
2年 1,106 1,040 95 0 9.1%
3年 1,130 1,040 121 2 11.6%
4年 1,176 1,130 ー ー ー
合計 4,584 4,250 258 2 6.1％

令和6年度における本プログラムの履修者数･率を在籍学年毎に示したのが上表である。本プログラムでは、プログラムを
構成する8科目すべてを修得することを修了要件としている。これらの科目は1,2年次に開講されるが、4年次までのどの学年
からでも履修することができる。年度毎に設けている履修科目数上限の中でプログラム科目を履修する制約もあり、令和6年
度時点での修了者は3年生2名となっているが、プログラム初年度生である3年生が卒業となる令和7年度には、履修者･修了者
数ともに更に増加する見込みである。なお、プログラム科目に令和4年度開講科目を含むため、4年生は履修対象ではない。

履修者の単位修得率や成績、授業アンケート結果などから、本プログラムの需要や履修者の満足度は高いと考えている。
履修率向上のためには、プログラムとしての周知のほかに、機械工学科や電気電子通信工学科等のより専門に近い学科での
履修者増加が求められる。これらの学科では、専門科目で本プログラム科目よりも高度な内容を学修するため、わざわざ本
プログラム科目を履修していないケースが多い。これは、本プログラムを全学科で内容が統一されている必修科目のみとい
うシンプルな修了要件でスタートしたことによるが、十分な学修をしているにも関わらず修了者とみなされない学生がいる
ことを意味する。理工学部の全学科で統一した実践的な応用基礎レベルの内容が学修できる環境は維持しつつ、より専門性
の高い学科は学科の当該専門科目で応用基礎レベル修了し、さらに発展的なエキスパートレベルの学修につながるよう、修
了要件の見直しを検討している。

近大理工 数理・データサイエンス・AI教育プログラム −履修者数･率−
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